
会
に
し
た
い
と
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。 

元
外
務
省
情
報
局
長 

孫
崎
享
さ
ん

の
講
演
、
沖
縄
の
基
地
の
現
実
を
映
画

で
観
る
「
標
的
の
村
」
、
被
爆
体
験
や

戦
争
体
験
の
お
話
、
高
校
生
も
入
っ
て

朗
読
劇
、
そ
し
て
い
つ
も
の
「
ぶ
っ
ち

ゃ
け
ト
ー
ク
」
等
々
パ
ワ
フ
ル
に
開
催

し
ま
す
。
実
行
委
員
は
ま
だ
ま
だ
足
り

ま
せ
ん
。
趣
旨
に
賛
同
す
る
人
は
個
人

で
も
参
加
大
歓
迎
で
す
。 

次
回
実
行
委
員
会
は
7

月
6

日

（
土
）
10
時
～
12
時
、
中
央
公
民
館

会
議
室
で
す
。
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。 

今
年
も
平
和
と
戦
争
を
考
え
る
「
平

和
の
つ
ど
い
」
を
8
月
16
、
17
の
2

日
間
中
央
公
民
館
で
行
う
こ
と
が
決

ま
り
ま
し
た
。
平
和
を
考
え
る
団
体
、

個
人
が
参
加
す
る
実
行
委
員
会
の
主

催
。
野
田
・
九
条
の
会
も
積
極
的
に
参

加
し
ま
す
。 

安
倍
政
権
が
進
め
る
集
団
的
自
衛

権
、
特
定
秘
密
保
護
法
、
教
育
改
変
な

ど
、
戦
争
へ
向
か
う
の
で
は
な
い
か
と

の
危
機
感
を
感
じ
て
い
る
人
が
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
戦
争
の
事

実
を
学
び
、
ど
う
す
れ
ば
平
和
な
社
会

を
作
れ
る
の
か
、
み
ん
な
で
考
え
る
機

7月 6日（日） 13：00～17:00 

松戸憲法記念日の集い・落合恵子さん講演 

松戸市民会館・ホール  

5月5日（月・祝） 2：00～4:00 

かしわ市民憲法集会・宇都宮健児さん講演 

アミュゼ柏  

5月 9日（金） 5：00～6:00 

ボードで 9条アピール 

秘密保護法廃止署名行動 

愛宕駅前 野田九条の会 

5月 10日（土） 2：00～5:00 

野田・九条の会 定例会 

欅のホール 4階研修室  

 

7月 6日（日） 10:00～12:00 

平和のつどい・のだ 2014 実行委員会 

中央公民館会議室  

7月 6日（日） 13:00～17:00 

DVD上映会 「蟹工船」・意見交換 

南部梅郷公民館 南地域九条の会 

7月 9日（水） 17:00～18:00 

ボードで 9条アピール 

秘密保護法廃止シール投票・署名行動 

梅郷駅改札前 野田九条の会 

7月12日（土） 14:00～17:00 

野田・九条の会定例会 

中央公民館会議室  

7月20日（日）  

平和行進 

9:00～10:00 いちいのホール周辺 

10:30～11:30 南部診療所～みずき周辺 

8月 3日（日） 13:00～17:00 

DVD上映会 「ポチの告発」・意見交換 

南部梅郷公民館 南地域九条の会 

 

２014年7月  103号 

「野田・九条の会」事務局 

℡ ７１２２－０５０２ 

野田九条の会ホームページ 

http://www8.ocn.ne.jp/~paysan 

野田からは 12人参加 

安
倍
政
権
が
「
積
極
的
平
和
主

義
」
を
掲
げ
、
九
条
を
骨
抜
き
に
す

る
よ
う
な
集
団
的
自
衛
権
行
使
容

認
に
突
き
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
よ
う
に
「
九
条
を
守
ろ
う
」
と

言
っ
て
い
る
だ
け
で
い
い
の
か
、
自

分
の
立
場
を
も
う
一
度
見
つ
め
な

お
す
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。
野
田
・
九
条
の
会
の
6
月
定

例
会
で
は
、
憲
法
の
「
平
和
主
義
」

に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。 

人
が
平
和
に
生
き
る
こ
と
、
そ
の

た
め
に
平
和
な
世
の
中
を
築
き
上

げ
て
い
く
こ
と
が
問
題
で
あ
る
な

ら
ば
、
共
同
し
て
平
和
を
維
持
す

る
、
そ
の
た
め
に
は
武
力
の
行
使
を

急
な
呼
び
か
け
に
も
関
わ

ら
ず
、
野
田
か
ら
12
人
が
参

加
、
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
に

は
入
り
き
れ
な
い
人
も
い
て

5

0

0

0
人
が
集
ま
り

ま
し
た
。「
安
倍
首
相
は
現
場

の
自
衛
隊
員
に
本
当
に
戦
闘

で
殺
せ
と
言
う
覚
悟
が
あ
る

の
か
」
と
い
う
元
自
衛
隊
員

の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

今
後
の
集
会
案
内
な
ど
が

九
条
通
信
で
は
間
に
合
わ
な

必
ず
し
も
排
除
し
な
い
、
と
い
う
立

場
も
あ
り
得
ま
す
。
し
か
し
平
和
主

義
と
は
、
た
と
え
ど
ん
な
に
崇
高
な

目
的
の
た
め
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が

平
和
を
打
ち
立
て
る
た
め
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
武
力
・
暴
力
を
使
わ

な
い
＝
殺
さ
な
い
こ
と
で
す
。 

議
論
し
て
い
く
な
か
で
、
私
た
ち

は
こ
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
だ
ろ

う
か
、
こ
の
立
場
を
政
策
と
し
て
実

践
す
る
の
は
と
て
も
難
し
い
が
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
か
十
分

考
え
て
き
た
だ
ろ
う
か
、
な
ど
意
見

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。 

7
月
定
例
会
で
も
引
き
続
き
議

論
を
深
め
て
い
き
ま
す
。 

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
野

田
・
九
条
の
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
で
き
る
だ
け
載
せ
て

い
き
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。 

8
月
16
日
・
17
日 

開
催 

野
田
市
中
央
公
民
館 

1
階 

全
体 



 

「風薫る」と言う季語がありますが、そんなのん

びりと季節をあじわっている事が出来ないほど沢

山の問題が山づみの中で迎える今年の初夏です。 

私は南方（台湾）で幼児期を過ごしました。過ご

すと言うより気が付いたときは小国民の小学生で

した。しかし学校へ行った記憶は、数回防空頭巾を

かぶって学校に行き、すぐ帰宅したことと、毎日の

ように夜中には防空壕へ何回も兄と逃げ込んだこ

と。母は弟 4人を連れて逃げ込むため、いつも兄は

私を連れて行くのが役目だったのでしょう。沖縄の

地上戦が始まる頃は、日本人官舎から山奥へ山奥へ

と家族 2～3 世帯で疎開しました。戦争は今でも思

い出しただけで震えが来るほど「怖い！」の印象で

す。決まって夜、B29の音が止むことなく続いてい

たこと、今でもあの「音」を忘れる事はありません。 

山奥へ疎開してからは、

あまり激しく聞くことは無

くなりました。台湾は、バ

ナナ マンゴウ パパイヤ 

モッカー 竜眼と果物が沢

山あり、山々は緑の濃い大

きな葉っぱと鳥のさえずり

が山に響くと言う記憶で

す。大きな蛇に会う怖さは

ありましたが、そこには

B29はあまり来ませんでした。芋がらやカエル（毎

日兄と田や畑でつかまえて調理）が常食でネズミ 

青虫など食べながら終戦を迎えました。 

終戦直後、現地から隠れ隠れ逃げる様に軍属を解

く手続きをし、半年後に貨物船の船底に押し込めら

れ一週間がかりで広島の宇品港に引き上げてきま

した。 

「内地日本はとっても美しい所だよ」と教えられ

ていましたが、上陸しました広島は何と家一つない

原爆の落とされた街でした。広島からはぎゅうぎゅ

うづめの汽車に乗せられて実家福島に帰郷したの

は昭和 21年 3月 29日でした。 平和の礎 

さて 6 月 23 日は沖縄 69 回目の「慰霊の日」で

す。太平洋戦争末期に日本国内で最も苛烈を極め地

上戦が行われた沖縄戦で組織的戦闘が「終結」した

とされる日。県は亡くなった 30 万近く（県民の 4

人に 1人）の犠牲者を追悼し、恒久平和への願いを

確認する日として「県条例」としました。（太平洋

戦争末期の地上戦は台湾か沖縄かと言われたそう

です。台湾はやや面積も大きいと言う事で沖縄に決

められたという話を後で聞きました。） 

今年、私は 6月の初めに兄夫婦と沖縄に 1週間ほ

ど行ってきました。（兄の子ども・甥っ子家族が福

島の原発の放射能を恐れて沖縄へ永住。）基地めぐ

りもしました。嘉手納基地→京都の塔・普天間基地

…オスプレイが 30 基も停泊→ジェット機墜落事故

宮森小学校現場見学→新基地予定の辺野古を見て

来ました。見学の日が日曜日と言う事もあってオス

プレイは静かにしていたとのこと…。しかし街にあ

ふれる米軍の家族（車の Yナンバー）が横柄に行き

来していました。 

翌日、甥っ子の子どもの運動会を見学。何と昼時

はオージーオーバー親類縁者で円陣となり、ゆたか

な食材、子どもを大切にする大家族の姿を見まし

た。懐かしい！昔、本土もこんな豊かな風景があっ

たなー！と子等を、抱きしめて胸がいっぱいになり

ました。 

武智多恵子 


